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１．よこすか未来会議「政策提言2023」を市長に提出

子育てパパ35歳

私の所属する会派「よこすか未来会議」で、来年度予算に向けた政策提言書を提出し、
市長に直接内容について説明・要望を行いました。
市民の皆さんとオンラインでの意見交換なども行った結果、約140の政策提言を行
なっています。これはあくまで要望です。実現につなげるためにも、今後も現地現場
を大切にしつつ、引き続き行政に訴えてまいります。

横須賀市議会議員

討議資料

1. 政策要望を上地市長に提出

2. 地方議員は減らすべき？

3. 永井議員と語る「地方議員の働き方」

公式LINE & YouTube

横須賀の最新情報を発信中です。

登録よろしくお願いします！ LINE YouTube

地域のために
力を尽くして
いきます！

・市長の附属機関として「若者会議」を設置し、若
者と共にまちづくりを進めること。

・様々な理由で教室内での学びが受けられない
子どもへの学びの権利を保障するためにも、学
校内外における学びの場を設置するなど多様な
選択肢の整備をさらに進めること。

・起業支援にあたっては、アクティブシニア（意欲
的に仕事や趣味に取り組む、活発な高齢者）による
コミュニティビジネスを盛り上げることも含め、
起業家候補の対象を広く捉え、呼びかけること。

・心の危機を一人で抱え込まず、友人や教師、行

政など、他者の援助を求めることの重要性を伝
える「SOSの出し方に関する教育」を全ての小
中学校で実施すること。

・豪雨による浸水対策としての下水道設備が整
備されるまで、防水板（止水板）の設置費用を助
成するなどの措置を講ずること。

・横須賀特有であるトンネルや自然・谷戸などを
テーマにしたパブリックアートを全市的に展開す
ること。

「政策提言2023」
は右のQRコードか
らご覧ください→→

会派12名と上地市長と（左から2番目が堀りょういち） 市長に直接提言も行いました。

◎堀りょういちが注目する政策提言を一部抜粋

地元学童クラブの開所式に出席



★ 1986年本町育ち・根岸町在住 / 4人兄弟の長男 / 祖父はドブ板通り｢堀整形外科｣元院長

★ 長岡保育園→汐入小→坂本中→県立横須賀高校(57期)→ 早稲田大学政治経済学部政治学科

★ 松下政経塾31期入塾 (本市出身では初）→ 2年半で中退し、アクセンチュア（株）にてIT・業務改

革プロジェクトに従事→ 自殺対策を進めるNPO法人で、相談・支援や行政への提言に携わる。

★ 2019年に横須賀市議会議員に初当選。現在1期目。会派「よこすか未来会議」に所属。議員とし

ての仕事の傍ら、有志と 「よこすかプレーパーク」を運営。子どもと親の居場所づくりに取組む。

所属 諏訪十神連合・根岸町青壮年部・ドブ板通り商店街振興組合・本町青年会・

横須賀市消防団第3分団・横須賀剣道連盟

趣味 剣道(四段)・クラシックピアノ・スポーツ吹矢・愛犬（フレンチブルドッグ）の散歩

堀りょういち horitter_yksk ryoichi_hori

電話：080-4327-7787 メール：hori@horiryoichi.net 事務所：〒239-0807 横須賀市根岸町3-8-11
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2．地方議員は減らすべき？ 議員定数40→39へ削減

3．【ご案内】永井副議長と語る「地方議員の働き方」

ゲストと横須賀の未来を語る「ホーリーカフェ」を
月1回オンラインで開催しています。11月は副議

長で同会派の永井議員と、地方議員のあり方とこ

れからを熱く語り合います。ぜひご視聴ください!

11/17（水）21〜22時（アーカイブ視聴も可能です）

YouTubeでさらに詳しく解説中です！
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2022年9月定例議会で、横須賀市議会議員の定数について、次の一般選挙以降、

40名から39名と1名削減することが決まりました。

1947年に制定された地方自治法では、人口規模に応じて議員定数が決められてい

ましたが、1999年と2011年の法改正で議会の議員の定数は、各自治体で自由に

設定できるようになりました。

表の通り、横須賀市の議員定数は下がり続

けています。今後も人口は減ると推計され

ますが、議員定数が減ることによる懸念と、

して、議会の監視機能が低下することや、

多様化・複雑化する市民の声を十分把握し

きれなくなること等が議会で話されました。

一方、時代の変化の中で、地方議会の役割

も変化しています。将来は人数や報酬だけ

でなく、選挙の方法や仕事の仕方なども、

自治体ごとで自由に決められるようにす

べきではないでしょうか。 例)ある自治体で
は議員は全員ボランティア、ある自治体では高額報
酬で少数精鋭、議員をくじ引きで選ぶなど。

「議員定数」という枝葉の議論に終始せ

ず、地方議会のあり方を市民皆で考え、

創る時代が来ていると考えます。

ご視聴はこちら↑

※人口は、選挙があった年の翌年の１月１日現在の

推計人口で、令和5年は予想値です。


